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自治体業務アプリケーションユニット標準仕様Ｖ２．２

CD コード名 最小 最大

1 利用業務ユニット X 2 ○ 業務ユニット 1 1
データ連携においてデータを利用する側の業務ユニット
（サービス要求側業務ユニット）の業務ユニット番号

2 識別番号 X 15 1 1
住民基本台帳システムや外国人登録システムなどにより、一
つの自治体内で一意に個人を特定するために振られる番号

項目説明

メッセージ定義 メッセージ定義名：識別番号メッセージ

出現回数コード
NO データ項目名 データ型 桁数

外字
使用
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自治体業務アプリケーションユニット標準仕様Ｖ２．２

CD コード名 最小 最大

1 児童手当情報 1 1

2 識別番号 X 15 1 1
住民基本台帳システムや外国人登録システムなどにより、一
つの自治体内で一意に個人を特定するために振られる番号。
ここでは、児童手当受給者の識別に利用する。

3 児童手当認定番号 9 10 1 1 児童手当認定時に付与する児童手当業務独自の管理番号

4 児童認定資格区分 X 2 ○ 児童手当資格区分 1 1
識別番号で特定される個人が児童手当認定資格を保有するか
否か等の状態区分を示す

5 児童手当制度コード X 2 ○ 児童手当制度 1 1
識別番号で特定される個人が児童手当認定資格を保有してい
る場合に、それがどの制度に該当するものなのかを選択して
記載

6 処理年月日 日付情報 1 N
認定請求、消滅、額改定の入力事務処理を行なった年月日情
報

7 申請年月日 日付情報 1 N 認定請求、額改定、消滅届の申請書を受理した年月日情報

8 認定年月日 日付情報 1 1 児童手当認定処理を行なった年月日情報

9 支給開始年月日 日付情報 1 1 児童手当支給を開始する年月日情報

10 事由年月日 日付情報 1 N

児童手当の資格消滅日、または認定却下日、または認定請求
返戻における認定保留日のいずれかの情報を設定。認定請求
や資格消滅や額改定といった入力事務処理が発生しない場合
に、事由を設定した年月日情報を代わりに設定

11 額改定年月日 日付情報 1 N 額改定の認定処理を行なった年月日情報

12 額改定開始年月日 日付情報 1 N 額改定が開始する年月日情報

13 資格消滅開始年月日 日付情報 0 1 児童手当の資格の有効期間が切れる年月日情報

14 現況届提出日 日付情報 0 N 受給者が毎年提出する現況届の提出年月日情報

15 手当差止開始年月日 日付情報 0 N 児童手当の差止の開始年月日情報

16 支払年月日 日付情報 1 N 自治体が児童手当の給付額を実際に振り込んだ年月日情報

17 最新状態区分 X 2 ○ 児童手当処理事由 1 1 受給者の児童手当認定資格の最新の状態を選択

項目説明

メッセージ定義 メッセージ定義名：児童手当情報メッセージ

出現回数コード
NO データ項目名 データ型 桁数

外字
使用
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自治体業務アプリケーションユニット標準仕様Ｖ２．２

CD コード名 最小 最大
項目説明

メッセージ定義 メッセージ定義名：児童手当情報メッセージ

出現回数コード
NO データ項目名 データ型 桁数

外字
使用

18 改定区分 X 2 ○ 児童手当処理事由 1 1
受給者の児童手当認定資格について変更があった場合その変
更に至った理由を選択

19 改定届出区分 X 2 ○
児童手当額改定の

理由
1 1 受給者が児童手当認定額改定届を提出した理由を選択

20 額改定事由 X 2 ○ 児童手当処理事由 1 1
行政側が提出された児童手当額改定届を処理する際に最新の
処理状態を示す

21 額改定事由日本語 N 50 0 1
児童手当の額改定理由について、児童手当事由コードに選択
肢がない場合や説明しきれない内容を記述する

22 児童情報 1 N

23 識別番号 X 15 1 1
住民基本台帳システムや外国人登録システムなどにより、一
つの自治体内で一意に個人を特定するために振られる番号。
ここでは、受給資格者が監護する児童の識別に利用する。

24 支給開始年月日 日付情報 1 1 児童手当の支給が開始される年月日情報を記載

25 非支給年月日 日付情報 1 1
当該児童が１２歳に到達後、児童手当の支給が終了する年月
日情報を記載（１２歳に到達した日に終了するわけではな
く、到達後の最初の３月３１日までの間にある）

26 非該当年月日 日付情報 1 1 当該児童が１８歳を向か迎える日を記載

27 要件児童数 9 2 1 N

下記「支給児童数」とこの「要件児童数」の数値を利用し、
手当額を算出。
「要件児童数」は、児童手当に支給児童数計算（支給対象児
童が第何子であるかを確認）するために必要となる１８歳未
満の児童数を記載。

28 支給児童数 9 2 1 N

上記「要件児童数」とこの「支給児童数」の数値を利用し、
手当額を算出。
「支給児童数」は、実際に支給される１２歳未満の児童数を
記載。

29 手当月額 9 13 1 N
上記「要件児童数」と「支給児童数」を踏まえ、設定される
月単位の手当額を記載。

30 児童数3歳未満 9 8 0 N
3歳未満の児童の数を記載（適用される手当の種別が3歳以上
なのか未満なのかにより決まる）

31 手当額3歳未満 9 8 0 N 3歳未満の児童に支給される手当額を記載

32 児童数3歳以上 9 8 0 N
3歳以上の児童の数を記載（適用される手当の種別が3歳以上
なのか未満なのかにより決まる）

33 手当額3歳以上 9 8 0 N 3歳以上の児童に支給される手当額を記載
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自治体業務アプリケーションユニット標準仕様Ｖ２．２

CD コード名 最小 最大
項目説明

メッセージ定義 メッセージ定義名：児童手当情報メッセージ

出現回数コード
NO データ項目名 データ型 桁数

外字
使用

34 支出額 9 8 1 N
自治体側が支払った手当額（支払年月日の日付で支払った額
で、支払年月日は、基本的に年3回の期払いと月ごとの随時
払いがある）
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